
参考資料 

府立支援学校への地域支援要請の流れ                         大阪府教育庁                                                         

学校訪問型相談 

 

 

      依頼       支援学校への訪問相談依頼        支援承諾・連絡 

小・中・義務教育学校等    教育相談票提出 市町村教育委員会   教育相談票提出 支援学校       市町村教育委員会 

・校内委員会             判断と調整 

＊市町村リーディングチームの活用  

              ＊支援学校リーディングスタッフの活用                                              

小・中・義務教育学校等                                           

                                         日時等 詳細について打ち合わせ 

 

地区拠点校 

訪問型相談 

 

支援学校 

            ○リーディングスタッフの活動 

            （例：Ａ教諭 週 2回、Ｂ教諭  週 3回（半日単位）で、 

            各拠点校へ 2週間に 1回程度の地域支援を実施等）                                        

      

市町村教育委員会 

推薦校の選出   拠点校の決定（例：4小学校と１中学校の前期・後期いれかえ制等） 

（例：支援学級在籍多数等          

の課題の考慮、全域のバランス、                         ○拠点校長への内容説明  

通級指導教室の未設置校を優先する等の観点から選出）               ○公開授業等、近隣校の相互活用計画 

 

◎ 訪問可能な曜日・時間帯の調整・

確認 

◎ 訪問可能な月毎の日程確認 

◎ 初回の訪問日時の決定 

◎ 連携窓口の確認  等 
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来校相談 

【教員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来校相談 

【保護者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援要請の流れは「学校訪問型」に同じ 

 

 

 

 

 

 

  

相談票提出 支援依頼 支援承諾・連絡 
小・中・義務教育

学校等 

校内委員会 

（コーディネーター） 

（通級担当者） 

 

市町村教育委員会 支援学校 市町村教育委員会 小中義務教育学校等 

 判断と調整 ＊同行訪問者の判断・相談後の把握等 

 

 

保護者 
市町村教育委員会 

相談 相談内容報告 連絡・指導助言 

連絡 

＊相談者の在籍校の把握 ＊相談者への継続的なフォロー 

市町村教育委員会 

 ＊有効な相談型の活用 

支援学校での環境や教材の具体的な提示 

支援学校での公開講座・研究授業への参加 

支援学校 小中義務教育学校等 


